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会計別の当初予算額

区　　　　分
予　　　　　算　　　　　額

令和４年度(Ａ) 令和３年度(Ｂ) 比較(Ａ－Ｂ) 増減率(Ａ－Ｂ)／(Ｂ)

一 般 会 計 38億6,000万円 65億1,000万円 ▲26億5,000万円 ▲40.7％

特 別 会 計 7億5,060万円 5億4,440万円 3,700万円 37.9％

特

別

会

計

内

訳

国 民 健 康 保 険 事 業 1億3,010万円 1億2,640万円 370万円 2.9％

後 期 高 齢 者 医 療 6,960万円 7,050万円 ▲90万円 ▲1.3％

簡 易 水 道 事 業 1億2,100万円 1億1,300万円 800万円 7.1％

公 共 下 水 道 事 業 1億9,800万円 1億8,900万円 900万円 4.8％

介護保険サービス事業 1億4,760万円 4,550万円 1億210万円 224.4％

診 療 所 運 営 事 業 8,430万円 0万円 8,430万円 0.0％

総　　　　額 46億1,060万円 70億5,440万円 ▲24億4,380万円 ▲34.6％

令和４年度
一般会計当初予算

　３８億６,０００万円

古
（いにしえ）

からの息吹と平穏なくらしを守る

5.3% 町税
6.8% 繰入金

9.3% 寄付金

2.0% 諸収入

1.2% その他の収入

2.4% 各種交付金等

52.9% 地方交付税

15.5% 国・道支出金

4.6% 町債
15.3% 人件費

17.5% 物件費

4.2% 維持補修費

11.7% 扶助費

10.6% 補助費等

13.6% 建設事業費

12.3% 公債費

3.8% 積立金

10.8% 操出金

0.2% 予備費

歳
入

歳
出
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新
年
度
予
算
の
概
要

　
令
和
４
年
度
の
予
算
が
、
３
月
17
日
に

行
わ
れ
た
第
１
回
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
一
般
会
計
当
初
予
算
は
38
億
６
０

０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

26
億
５
０
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
中
心
拠
点
誘
導
複
合
施
設

（
以
下

：

新
庁
舎
）
の
建
物
が
完
成
し
建

設
事
業
費
が
大
き
く
減
額
と
な
っ
た
こ
と

が
主
要
因
で
す
。

　
新
年
度
の
主
な
事
業
は
、
新
庁
舎
周
辺

の
道
路
・
駐
車
場
等
の
外
構
工
事
や
旧
庁

舎
の
解
体
工
事
な
ど
で
す
。

　
町
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
財
源
の
う
ち
、
町
税
収
入
（
町
民
税
・

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
町
た
ば
こ

税
）
は
前
年
度
比
３
・
６
％
増
の
２
億
０

５
９
０
万
円
。
ま
た
、
特
別
会
計
や
基
金

（
貯
金
）
を
取
崩
し
て
の
繰
入
金
は
、
役

場
庁
舎
建
設
基
金
繰
入
金
や
ふ
る
さ
と
応

援
金
繰
入
金
な
ど
の
繰
入
額
の
減
な
ど
で

前
年
度
比
61
・
３
％
減
の
２
億
６
０
６
４

万
円
。
使
用
料
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の

寄
付
金
及
び
諸
収
入
な
ど
を
加
え
た
自
主

財
源
は
、
全
体
の
24
・
６
％
に
あ
た
る
９

億
５
２
３
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
地
方
交
付
税
、
国
・
道
支
出
金
、

町
債
（
借
金
）
な
ど
の
よ
う
に
、
そ
の
調

達
を
国
や
道
な
ど
に
依
存
し
て
い
る
依
存

財
源
は
29
億
０
７
６
６
万
円
と
全
体
の

75
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
町
づ
く
り
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
地
方

交
付
税
は
前
年
度
比
15
・
９
％
増
の
20
億

３
７
０
０
万
円
。
一
定
の
事
業
な
ど
に
対

し
、
国
や
道
か
ら
補
助
金
や
負
担
金
と
し

て
支
払
わ
れ
る
国
・
道
支
出
金
は
前
年
度

比
15
・
５
％
増
の
５
億
９
９
１
４
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
が
行
う
事
業
や
地
方
交
付
税
の
不
足

分
な
ど
を
補
う
財
源
と
し
て
借
り
る
町
債

は
、
前
年
度
比
89
・
２
％
減
の
１
億
７
６

４
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
人
件
費

　
議
員
や
職
員
の
給
与
、
委
員
報
酬
な
ど

で
、
前
年
度
比
６
・
５
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◆
物
件
費

　
消
耗
品
の
購
入
や
光
熱
水
費
、
各
種
委

託
料
な
ど
で
す
。
前
年
度
比
４
・
９
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
維
持
補
修
費

　
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
や
道
路
の
除

排
雪
料
な
ど
で
す
。
前
年
度
比
24
・
１
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
公
営
住
宅
の
長

寿
命
化
計
画
の
策
定
経
費
の
増
加
が
主
要

因
で
す
。

◆
扶
助
費

　
障
が
い
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
費
や
児
童
手

当
や
子
ど
も
の
医
療
費
な
ど
で
す
。
前
年

度
比
４
・
６
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
補
助
費
等

　
町
が
各
種
団
体
等
に
支
払
う
負
担
金
や

助
成
金
で
す
。
前
年
度
比
５
・
９
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
建
設
事
業
費

　
建
物
の
建
設
や
改
修
、
道
路
の
新
増
設

な
ど
で
す
。
新
庁
舎
の
建
物
の
建
設
工
事

が
終
了
し
た
た
め
、
前
年
度
比
83
・
５
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
公
債
費

　
借
金
や
利
子
の
支
払
い
に
係
る
費
用
で
、

前
年
度
比
１
・
５
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
積
立
金

　
町
が
財
源
変
動
に
備
え
て
積
み
立
て
る

も
の
で
、
前
年
度
比
７
・
３
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
操
出
金

　
他
会
計
な
ど
へ
繰
り
出
さ
れ
る
も
の
で
、

前
年
度
比
24
・
７
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
予
備
費

　
予
測
で
き
な
い
支
出
に
備
え
る
も
の
で
、

前
年
度
比
27
・
９
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
特
別
会
計
の
当
初
予
算
総
額
は
前
年
度

比
37
・
９
％
増
の
７
億
５
０
６
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事
業
特
別
会
計
に
令
和
３
年
12
月
か

ら
始
ま
っ
た
介
護
医
療
院
事
業
費
が
増
加

し
た
こ
と
と
、
町
立
診
療
所
の
運
営
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
一
般
会
計
で
予
算
を
計

上
し
て
お
り
ま
し
た
が
事
業
内
容
を
明
確

化
す
る
た
め
特
別
会
計
を
設
置
し
た
こ
と

が
主
要
因
で
す
。
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　国の令和３年度補正予算の成立により、全国の自治体に、新型コロナウイルス対策の取り組みのため

の『地方創生臨時交付金』が再び交付されることが決定、古平町には68,201千円が配分されます。

　68,201千円のうち42,737千円については２月初旬から始まった「課税世帯特別臨時給付金事業」（町

独自の政策である住民税課税世帯への５万円給付）に充てています。残りの18,731千円の充当事業につ

いて３月10日に開催された第１回定例会で議決されたので下記のとおりお知らせします。

健幸ポイント事業

【目的･効果】

外出自粛の影響で健康への２次被害が懸念され

ているため、健康促進事業を実施し、健康づく

りを支援するとともに景品を商品券等にするこ

とで地域経済を応援します。

【事業内容】

・ �参加者が日々のウォーキングや健康教室等に

参加するたびにポイントが付与され、一定数

貯まると景品がもらえます。

【所要額】

510千円

地域の建設事業応援事業

【目的･効果】

町内の中小企業を支援するため、令和４年度以

降に予定していた建設工事を前倒しして実施す

ることで、町内の雇用の創出・事業の維持を図

ります。

【事業内容】

・清丘団地１棟２戸解体工事

【所要額】

2,500千円

水産物調整保管施設整備事業

【目的･効果】

コロナ禍において外食需要が低下した影響で、

市場価格が下落している魚種について、出荷調

整による価格向上を目的とし、長期間の鮮度保

持や調整保管を可能にする簡易な冷凍冷蔵施設

を整備する費用の一部を東しゃこたん漁業協同

組合に助成します。

【事業内容】

・冷凍冷蔵施設整備費用の一部助成

【所要額】

5,000千円

公共施設感染拡大防止設備設置事業

【目的･効果】

新型コロナウイルス感染症対策で換気を行なう

ため外気を入れても室内を冷やせるようにエア

コンを設置します。

【事業内容】

・エアコンの設置

・�設置場所　幼児センター及び子育て支援�

センターの事務室

【所要額】

1,087千円
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新型コロナウイルス感染症対応事業
地方創生臨時交付金68,201千円の使い道

町立診療所感染症対策支援事業

【目的･効果】

感染症が疑われる患者に対し、隔離ブースを設

置して診察を実施することで、診療所内での感

染リスクを最小限にとどめます。

【事業内容】

・隔離ブースの購入、設置

・採痰機械、クリーンパーテーションの購入

・その他、診察に必要な備品の購入

【所要額】

7,000千円

公立小中学校オンライン学習環境整備事業

【目的･効果】

小中学校において、１人１台端末を最大限に活

用しコロナ禍におけるオンライン授業等に対応

するため、特別教室等に無線ＬＡＮ環境を整備

します。

【事業内容】

無線ＬＡＮアクセスポイントの設置

・小学校　６箇所　中学校　13箇所

【所要額】

6,579千円

学校保健特別対策事業

【目的･効果】

コロナ禍において学校教育活動を継続するため

の衛生用品や備品等を整備します。

【事業内容】

・小中学校保健室エアコン　各１台

・その他　衛生用品の購入

【所要額】

2,376千円

図書館パワーアップ事業

【目的･効果】

図書館の蔵書を増やすとともに、図書自動貸出

システムの導入等により、対面での接触機会を

減らしつつ、外出抑制の際に在宅で過ごす時間

を豊かなものとします。

【事業内容】

・自動貸出返却システム導入

・図書の購入

【所要額】

2,868千円
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新庁舎フロア紹介

職員執務スペース

前月号に続き令和４年５月６日にオープン予定の新庁舎の紹介です。
今月号では各階の配置と特徴について紹介します。

ポイント①　窓口の集約
これまで文化会館や元気プラザなど他施

設に配置されていた教育委員会や保健福

祉課、戸籍や福祉に関する業務を行う町

民課など、町民利用の多い窓口を１階に

集約することで移動が少なく効率的に手

続きが行える配置となっています。
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暮らしの手続き・町民交流のフロア１階

大ホール ～現在の文化会館太陽ホールの機能を果たします。

ポイント②
　各種イベント・交流の場
調理室や大ホール、多目的室など町民の

皆様が活用しやすいように１階に設置し

ています。

大ホール調理実習室

多目的室１

多目的室２

教育委員会 保健福祉課 出納室・町民課

教育長室

ロビー 正面玄関

倉庫

相談室２ 相談室１消化ポンプ室

電気室

管理室

（
山
側
）

（
海
側
）
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図書館

視聴覚室２

視聴覚室１

和室２

和室１

建設水道課
総務課

町長室

会議室

産業課

地域防災センター

企画課

防災拠点・図書館のフロア
２階

ポイント②　防災の拠点
地域防災センターを執務室中央に設置。

災害時には防災拠点として活用します。

ポイント①　図書館
読みたい本を探しやすいようジャンル毎に

きれいに並べられた本棚。海を眺めながら

ゆっくり読書できる場所や児童交流スペー

スを設置。誰もが利用しやすい図書館です。

（
山
側
）

（
海
側
）
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創作活動室中ホール衛生・空調室

議会事務局書庫

防災備品庫

防災無線室

サーバー室

議会・各種備品管理のフロア
３階

ポイント①　中ホール
主に議場としての活用を予定しています

が、現在の文化会館オリオンと同様にイ

ベントや、講演会など、様々な用途に活

用できる利便性の高いホールです。

ポイント②
　基幹設備・防災備品等管理
防災無線やサーバー、非常食等の防災

備蓄品の保管・管理を行います。

（
山
側
）

（
海
側
）
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雪
が
多
く
長
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
を
告

げ
、
気
持
ち
が
う
き
う
き
す
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
毎
日
の
生
活
を
楽
し
む
た
め

に
は
、
健
康
な
体
が
必
要
で
す
。

生
活
習
慣
病
と
は
？

　

生
活
習
慣
が
原
因
と
な
っ
て
発
症
す
る

病
気
を
生
活
慣
病
と
い
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
も
の
は
、
高
血
圧
・
糖
尿

病
・
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
等
で
す
。

こ
れ
ら
の
病
気
は
、
初
期
に
は
自
覚
症
状

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
気

が
付
か
な
い
間
に
病
気
が
進
行
し
、
症
状

が
出
た
と
き
に
は
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
、

脳
梗
塞
や
腎
臓
病
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
生

活
を
一
変
さ
せ
る
事
態
に
陥
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
生
活
習
慣
病
は
『
サ
イ
レ

ン
ト
キ
ラ
ー
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

健
康
診
断
と
は
？

　

健
康
診
断
（
以
下
健
診
）
は
体
の
状
態

を
数
値
で
確
認
で
き
る
の
で
、
初
期
の
段

階
で
異
常
に
気
づ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
す

ぐ
に
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
む
と
、

健
康
を
維
持
で
き
、
こ
の
先
も
変
わ
り
な

い
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

年
の
健
診
で
自
分
の
体
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
健
康
へ
の
手
が
か
り
を
見
つ
け
て
、

元
気
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

健
診
の
種
類
は
？

　

「
特
定
健
診
」
と
い
う
言
葉
を
き
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

平
成
20
年
に
医
療
制
度
の
改
革
が
あ
り
、

そ
れ
ま
で
の
「
基
本
健
診
」
が
「
特
定
健

診
」・「
後
期
高
齢
者
健
診
」『
健
康
診
査
（
健

康
増
進
法
）
』
に
変
わ
り
ま
し
た
。
健
康

保
険
の
種
類
に
よ
っ
て
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
健
診
が
違
い
ま
す
。
健
診
の
内
容
に

は
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
診
と
検
診
の
ち
が
い

　

「
け
ん
し
ん
」
は
漢
字
で
「
健
診
」
と
「
検

診
」
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に

意
味
が
あ
り
ま
す
。

《
健
診
》

　

い
わ
ゆ
る
健
康
診
断
の
こ
と
で
、
自
分

の
健
康
状
態
を
確
認
し
、
病
気
を
予
防
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

《
検
診
》

　

が
ん
検
診
の
よ
う
に
特
定
の
病
気
を
発

見
す
る
た
め
に
行
な
う
検
査
で
す
。

古
平
町
の
健
診
は
？

　

で
は
、
古
平
町
で
行
な
っ
て
い
る
健
診

は
ど
ん
な
健
診
な
の
で
し
ょ
う
か
？

特
定
健
診
は

①　

住
民
セ
ッ
ト
健
診

　
 　

特
定
健
診
・
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が

ん
検
診
・
肺
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
・
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
検
診
を
自

由
に
組
み
合
わ
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

②　

無
料
送
迎
バ
ス
健
診

　

 　

10
月
か
ら
12
月
の
間
で
決
め
ら
れ
た

日
程
の
中
か
ら
都
合
の
良
い
日
を
選
択

し
、
無
料
送
迎
バ
ス
を
利
用
し
て
札
幌

の
検
診
セ
ン
タ
ー(

北
海
道
対
が
ん
協

会)

へ
受
け
に
行
く
健
診
で
す
。

③　

病
院
で
受
け
る
個
人
検
診

　

 　

指
定
の
医
療
機
関
で
、
６
～
３
月
の

期
間
内
に
ご
自
身
で
都
合
の
良
い
日
を

選
択
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

古
平
町
の
検
診
は
？

① 　

住
民
セ
ッ
ト
健
診
の
胃
が
ん
・
肺
が

ん
・
大
腸
が
ん
検
診
と
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク

ス
検
診
・
Ｂ
型
Ｃ
型
肝
炎
検
診

② 　

無
料
バ
ス
検
診
の
胃
が
ん
・
肺
が

ん
・
大
腸
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

検
診

③　

す
ま
い
る
検
診

　

 　

女
性
特
有
の
病
気
の
検
診
で
子
宮
が

頚
が
ん
検
診
・
卵
巣
超
音
波
検
査
・
乳

が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）・
骨

密
度
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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ふ
る
び
ら
温
泉
～
し
お
か
ぜ
～
で
月
に

１
回
健
康
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
健

康
チ
ェ
ッ
ク
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
時
間

　
　

13
時
か
ら
14
時

◆
内
容

　

 　

保
健
師
に
よ
る
『
血
圧
測
定
』

　
　

『
体
重
測
定
』『
尿
検
査
』
他
、

　
　

 

健
康
に
つ
い
て
の
相
談
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

４
月
12
日(

火)

５
月
10
日(

火)

６
月
14
日(

火)

７
月
12
日(

火)

８
月
９
日(

火)

９
月
13
日(

火)

10
月
11
日(

火)

11
月
8
日(

火)

12
月
13
日(

火)

１
月
10
日(

火)

２
月
14
日(

火
）

３
月
14
日(

火)

◆
◆
お
問
い
合
わ
せ
◆
◆

　
　

保
健
福
祉
課　

保
健
医
療
係

　
　
　
　
　

電
話

： 

42-

２
１
８
２

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

あなたにぴったりな

古平町
基本健診

※職域で健診を
受けている人を
除く

古平町
特定健診

北海道
後期高齢者
健康審査

古平町
基本健診

各健康保険で
の特定検診
※1

住民セット健診・無料送迎バス
健診・病院で受ける個別検診 住民セット健診住民セット健診

古平町で行なっている検診

　・胃がん検診　　　　　　　　　・肺がん検診　　　　　・大腸がん検診

　・子宮頸がん検診　(20歳以上)　・卵巣超音波検査　

　・乳がん検診　(30歳以上)　　　・骨粗しょう症検査

　・Ｂ型・Ｃ型肝炎検査　　　　　・エキノコックス血症検査

※１　古平町の健診を利用するときには加入している保険をお知らせください

＋ ＋ ＋ ＋ ＋
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防災ハンドブックが
　　新しくなりました！！

　

町
は
、
災
害
時
の
危
険
箇
所
や

避
難
場
所
を
把
握
し
、
迅
速
な
避

難
が
で
き
る
よ
う
、
地
震
や
津
波
、

風
水
害
時
の
避
難
場
所
な
ど
を
ま

と
め
た
「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
新
し
く
作
成
し
、
３
月
11
日
に

全
戸
配
布
し
ま
し
た
。

ど
こ
が
新
し
く
な
っ
た
の
？

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
①

　

平
成
27
年
の
水
防
法
の
改
正
及

び
令
和
３
年
７
月
の
「
特
定
都
市

河
川
浸
水
被
害
対
策
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
つ
い
て
」
の
通
知
に
伴
い
古
平

川
・
古
平
冷
水
川
・
沖
村
川
の
洪

水
浸
水
想
定
区
域
（
想
定
最
大
規

模
）
の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
②

　

令
和
元
年
度
以
降
に
指
定
さ
れ

た
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
及
び

土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
反
映
し
ま

し
た
。

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
③

　

令
和
３
年
５
月
の
災
害
対
策
基

本
法
改
正
に
伴
い
、
従
来
発
令
さ

れ
て
い
た
「
避
難
勧
告
」
を
廃
止

し
「
避
難
指
示
」
に
一
本
化
す
る

等
、
内
容
を
最
新
の
防
災
情
報
に

更
新
し
ま
し
た
。

改
良
点
①

〈
地
図
を
大
き
く
見
や
す
く
〉

　

危
険
区
域
が
よ
り
わ
か
り
や
す

く
な
る
よ
う
に
、
津
波
避
難
マ
ッ

プ
や
河
川
洪
水
・
土
砂
災
害
避
難

マ
ッ
プ
に
つ
い
て
西
部
地
区
・
沖

町
地
区
な
ど
地
域
を
分
割
し
、
拡

大
し
ま
し
た
。

改
良
点
②

〈
家
族
で
備
え
る
〉

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
に
家
族
が

離
れ
た
時
の
集
合
場
所
な
ど
を
記

入
で
き
る
「
防
災
メ
モ
」
を
。
ま

た
、
避
難
行
動
を
時
系
列
に
整
理

で
き
る
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

作
成
ペ
ー
ジ
を
追
加
し
、
家
族
で

事
前
に
確
認
し
て
お
く
べ
き
内
容

を
ま
と
め
ま
し
た
。

「マイ・タイムライン」

災害時の避難行動を整理する計画表です。

自分や家族の行動を整理しておき、情報

を書き込みましょう。

町
民
の
み
な
さ
ま
へ

　

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
各
種
災
害
に
対
す

る
危
険
区
域
は
あ
く
ま
で
想
定

で
、
時
に
は
、
そ
の
想
定
を
上

回
る
災
害
が
起
き
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
「
自
分
の
と
こ
ろ
は

大
丈
夫
」
と
は
思
わ
ず
、
日
頃

か
ら
災
害
に
対
す
る
知
識
や
防

災
意
識
を
高
め
、
家
族
や
近
隣

の
人
と
危
険
箇
所
・
避
難
場
所

な
ど
の
確
認
を
行
い
、
い
ざ
と

い
う
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

◇
お
問
合
せ
先

　

総
務
課
情
報
防
災
係

　

☎
42-

２
１
８
１　

内
線
28

ハザードマップ

大きく見やすくなっ

たことで危険区域が

一目でわかるように

なりました。災害時

に円滑な避難が可能

となるように、自分

が避難する可能性の

ある指定緊急避難場

所等の施設を把握し

ておきましょう。

「防災メモ」

家族で避難場所を確認しましょう
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交
通
安
全
指
導
員
活
動
10
年

鈴
木
久
美
子
さ
ん
に
表
彰
状

　

古
平
町
交
通
安
全
指
導
員
会
の
鈴
木　

久
美
子
さ
ん
が
、
公
益
財
団
法
人
北
海
道

交
通
安
全
推
進
委
員
会
よ
り
北
海
道
交
通

安
全
功
労
者
と
し
て
表
彰
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
鈴
木
さ
ん
が
平
成
23

年
度
か
ら
古
平
町
交
通
安
全
指
導
員
と
し

て
、
通
学
路
の
街
頭
指
導
、
祭
日
の
交
通

整
理
な
ど
、
古
平
町
の
交
通
安
全
推
進
の

た
め
に
長
年
従
事
し
た
こ
と
か
ら
授
与
さ

れ
た
も
の
で
す
。
鈴
木
さ
ん
は
、
『
こ
れ

か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
に
微

力
な
が
ら
協
力
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。』
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
古
平
町
交
通
安
全
指
導
員
会
で

は
、
新
規
に
指
導
員
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、.

町
民
課

町
民
生
活
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

町
民
課
町
民
生
活
係

　

☎
０
１
３
５-

42-

２
１
８
１

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

市
民
審
査
員
募
集
！

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実
行

委
員
会
で
は
、
６
月
に
札
幌
市
で
開
催
す

る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
の

「
市
民
審
査
員
」
を
公
募
し
ま
す
。

○
活
動
日
程

　

６
月
11
日
（
土
）
９
時
半
～
19
時

　

６
月
12
日
（
日
）
９
時
半
～
22
時

　

こ
の
う
ち
の
３
～
４
時
間
程
度

○
活
動
場
所

　

札
幌
市
中
央
区
（
大
通
公
園
周
辺
）

○
活
動
内
容

　

演
舞
の
審
査

○
募
集
期
間

　

４
月
１
日
～
４
月
30
日
（
必
着
）

○
募
集
人
数

　

約
１
１
０
人
程
度
（
抽
選
）

○
そ
の
他

　

詳
細
は
、
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

https://www.yosakoi-soran.jp/

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

　

実
行
委
員
会

　

☎
０
１
１-

２
３
１-

４
３
５
１

各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

　

幹
部
候
補
生
（
一
般
・
歯
科
・
薬
剤
）、

医
科
・
歯
科
幹
部
、
自
衛
官
候
補
生
及
び

一
般
曹
候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。

※
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹
候
補
生
の

採
用
年
齢
は
18
歳
以
上
33
歳
未
満
で
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

余
市
警
察
署
だ
よ
り

ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害

山
菜
採
り
に
よ
る
事
故
の
防
止
に
つ
い
て

　

例
年
、
４
月
に
入
る
と
、
行
者
ニ
ン
ニ

ク
等
の
山
菜
を
求
め
て
入
山
し
、
山
中
で

道
に
迷
う
、
沢
に
転
落
す
る
な
ど
の
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

①
行
き
先
を
家
族
に
伝
え
る
。

②
無
理
に
山
奥
に
入
ら
な
い
。

③
目
立
つ
色
の
服
装
で
入
山
す
る
。

④
携
帯
電
話
や
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
持
つ

⑤
複
数
で
行
動
し
、
音
で
存
在
を
知
ら
せ
る
。

⑥
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
等
に
気
を
付
け
る
。

⑦
残
飯
や
生
ゴ
ミ
の
処
理
に
は
注
意
す
る
。

⑧ 
フ
ン
や
足
跡
、
食
べ
た
跡
を
見
つ
け
た

ら
、
す
ぐ
に
引
き
返
す
。

春
の
交
通
安
全
指
導
の
実
施
に
つ
い
て

　

運
動
期
間
：
４
月
６
日
～
４
月
15
日

・
通
園
・
通
学
を
す
る
子
供
た
ち
を
交
通

事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
高
齢
者
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
安
全

な
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
も
軽
車
両
で
あ
り
「
自
動
車
の

仲
間
」
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り

守
り
ま
し
ょ
う
。

・
自
動
車
に
乗
っ
た
ら
、
全
て
の
座
席
で

必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

・
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
ダ
メ
！
飲
ん
だ
ら

乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
、
乗
る

な
ら
飲
ま
せ
な
い
！

　

道
民
一
人
一
人
が
、
「
飲
酒
運
転
を
し

な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
、
そ
し
て

見
逃
が
さ
な
い
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
で

北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ

う
。

　

４
月
10
日
（
日
）
は
、
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

　

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く
守

り
、
思
い
や
り
の
あ
る
交
通
マ
ナ
ー
で
、

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

余
市
警
察
署
交
通
課

　

☎
０
１
３
５-

22-

０
１
１
０

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
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良い身体は良い人生を創る
どこでも簡単にできる筋力トレーニングの紹介　　～第２回～

　前回（令和４年３月号）のスクワットに引き続き、主に太もも前側と後側の筋肉、お

尻の筋肉を鍛える筋力トレーニングを紹介します。

　今回は、“フロントランジ”です！

　主に鍛えられる筋肉：①太もも前側の筋肉（大腿四頭筋）

　　　　　　　　　　　②太もも後側の筋肉（ハムストリングス）

　　　　　　　　　　　③お尻の筋肉（大臀筋）

♦編集：保健福祉課　高齢者支援係　佐々木章次　0135-42-2182

これを左右交互に

１セット10～20回

繰り返します。

１日３セット

行います！

（１）両足を腰幅に開き、背筋を伸ばして立ちます。
（２）�片足を前に踏み出します（踏み出す歩幅は、バランスを保つこと

が出来る歩幅で構いません）。
（３）�前に踏み出した足に体重をかけて、ゆっくり（３～４秒かけて）

後ろ脚の膝を下に落とします（後ろ脚の膝を曲げて、踵を上げます）。
（４）前に踏み出した足で地面を蹴って、（１）の状態に戻ります。
（５）次に反対側の脚で（２）～（４）を行います。

※�前に踏み出す歩幅が狭いほど、負荷は小さくなりますが、最初は無理
をしない歩幅で行ってください。

方　法

注意点
●前傾姿勢にならないようにする。　●つま先はまっすぐ前に向ける。
●膝をつま先よりも前に出さない。　●息を止めない。

①大腿四頭筋

②ハムストリングス

③大臀筋

※

バランスを保つた

め、壁や手すりな

どに手を着いても

構いません。

前に踏み出した

脚の膝は、出来

る限り90度まで

曲げましょう！
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お知らせ

　古平町に住所を有する満75歳以上の方を対象に、日本海ふ
るびら温泉しおかぜの優待券（入館無料回数券）を配布します。

　１　対 象 者　　昭和23年４月１日以前に生まれた方
　２　配 布 申 請　　22枚綴１冊を、申請された使用者本人にお渡しします。
　　　　　　　　　　代理人への配布はできませんので、温泉利用の折に本人が申請してください。
　３　使　　　用　　配布を受けた入館無料回数券は、本人以外の方は使用できません。
　４　有 効 期 間　　令和４年４月１日から令和５年３月31日までの１年間有効。
　５　問い合わせ　　日本海ふるびら温泉「しおかぜ」☎４２－２２９０
　６　受　　　付　　令和４年４月１日午前10時から温泉で随時受付します。
　７　そ　の　他      申請書に印鑑が必要ですので、ご持参ください。
　　　　　　　　　　入館無料回数券は、お申し込み次第お渡しします。

※優待券は、75歳となった本人以外は利用できません。
※夫婦間で譲り受けることも禁止です。
※本人以外の利用を発見した場合は、今後の配布について検討します。
※ルールをまもって気持ち良くご利用ください！

　　　 75歳以上の方に
温泉優待券を配布しています！

【令和５年３月31日までに75歳になる方が対象です】

入館料
大人

(高校生以上)
１回券 550円
12回券 6000円

子ども
(小中学生)

１回券 250円
12回券 2500円

家族風呂 １時間 1100円
※家族風呂利用には別途入館料が必要

「黄砂」の飛来に注意！
　黄砂とは、東アジアの砂漠域などで強風によって巻き上げられた砂やちりが上空の風に乗って運ばれ、

広い範囲に浮遊したり降下する現象です。３月から５月が飛来のピークで、令和３年３月30日には北海

道各地で黄砂が観測され、函館市や室蘭市などでは見通しが10km未満になりました。

　黄砂が飛来すると、空が少し黄色くかすんで見え、洗濯物や車が汚れるなどの影響があるほか、人に

よっては咳やくしゃみなどのアレルギー反応が出るといった健康被害も報告されています。黄砂粒子の

吸入予防にはマスク着用も効果的です。

　環境省と気象庁が共同で開設してい

る「黄砂情報提供ホームページ」では、

黄砂の実況や今後の予想などを確認す

ることができます。特に、今後の黄砂

分布の予測として、３日先までの黄砂

の発生・飛来の状況をきめ細かく見ら

れる黄砂解析予測図を提供しておりま

すので、ぜひ活用してください。

問い合わせ先　　札幌管区気象台天気相談所　電話：（０１１）６１１－０１７０

黄砂の発生と飛来

黄砂情報提供ホームページ

（環境省、気象庁）
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４
月
の
休
日
当
番
病
院

　
当
番
病
院
診
療
時
間
は
９
～
17
時

４
月
３
日
（
日
）

　

よ
い
ち
北
川
眼
科
医
院

 
(

☎
22-

１
３
０
８)

４
月
10
日
（
日
）

　

池
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 
(

☎
23-

８
８
１
１)

４
月
17
日
（
日
）

　

黒
川
町
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 
(

☎
22-

２
４
４
７)

４
月
24
日
（
日
）

　

森
内
科
胃
腸
科
医
院

 

（
☎
32-

３
４
５
５)

４
月
29
日
（
金
）

　

よ
い
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

 
(

☎
21-

４
５
７
０)

※ 

余
市
協
会
病
院(

23-

３
１
２
６)

に
は
、

常
時
日
直
の
医
師
が
お
り
急
患
に
限
り

診
療
し
ま
す
。

※ 

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
診
療
し
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、

　
　
　
　
　

整
形
外
科

　

お
子
さ
ん
の
［
言
葉
が
遅
い
］［
言
葉

が
聞
き
取
り
づ
ら
い
］
や
、
［
落
ち
着
き

が
な
い
］［
視
線
が
合
わ
な
い
］［
他
の
子

と
う
ま
く
遊
べ
な
い
］
な
ど
、
お
子
さ
ん

の
様
子
で
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
お
子
さ
ん
の
よ
り
よ
い
成
長
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
北
海
道
中
央
児

童
相
談
所
の
「
児
童
福
祉
司
」
と
「
児
童

心
理
判
定
員
」
に
よ
る
巡
回
児
童
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◆
実
施
日
及
び
場
所

　

令
和
４
年
５
月
25
日(

水)

　

町
漁
港
会
館

◆
事
前
の
お
申
込
が
必
要
で
す
。

　

４
月
６
日
（
水
）
ま
で

　

 　

保
健
福
祉
課

　
保
健
医
療
係
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

※
９
月
、
11
月
に
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課　

保
健
医
療
係

　

℡
42-

２
１
８
２
（
内
線
12
）

巡
回
児
童
相
談
の
お
し
ら
せ

成人式は『二十歳を祝う会』に変わります！！
　令和４年４月１日から、民法の規定による成年となる年

齢が20歳から18歳に引き下げられることを受け、古平町で

は『成人式』のあり方を検討し、令和５年以降は『二十歳

を祝う会』に名称を変更して、これまでどおり式を開催す

る年度に20歳を迎える人を対象に実施します。

　令和５年の二十歳を祝う会について
開催予定　令和５年１月８日（日曜日）

　　　　　※新型コロナウイルスの状況により変更となる場合があります。

対 象 者　平成14年４月２日から平成15年４月１日までに生まれた方

そ の 他　古平町に住所のある方を対象にご案内します。

　　　　　古平町に住所のない方でも古平町出身者は参加できます。

問合せ先　教育委員会生涯学習係（Ｂ＆Ｇ海洋センター内）　℡０１３５－４２－２３００
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くらし／投稿

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

 

氏
　 

名 

年
齢 

死
亡
日 

町
内

須
貝

　
健
三
さ
ん 

86
歳 

1
・
31 

本
　
町

松
田

　
京
子
さ
ん 

78
歳 

2
・
1 

浜
　
五

岩
瀬

　
惠
子
さ
ん 

87
歳 

2
・
1 

旭
　
町

戸
田

　
　
修
さ
ん 

85
歳 

2
・
9 

丸
山
町

熊
谷

　
文
夫
さ
ん 

92
歳 

2
・
11 

浜
　
一

工
藤
　
　
章
さ
ん 

83
歳 

2
・
14 

歌
棄
町

坂
井
　
サ
ワ
さ
ん 

90
歳 

2
・
24 

沖
　
町

◎
現
金

　
　
　
１
３
４
，
２
４
３

 

古
平
町
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会 

 

（
浜

　
町
）

ご
寄
付
い
た
だ
き
誠
に

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

町の人口と世帯数
� 前月比

人　口�2,767人　�（－12）

　男� 1,304人　�（－５）

　女� 1,463人　�（－７）

世帯数�1,649世帯�（－６）

上記のうち

外国人� 32人　�（－２）

　男� 7人　�（�０�）

　女� 25人　�（－２）

令和４年２月末日現在
住民基本台帳人口

町教育委員会主催の少年少女わんぱく王国「リアル野球Ｂ
ＡＮ」が、Ｂ＆Ｇ海洋センターで行われました。
参加者は２チームに分かれて、相手ピッチャーが投げた球
をアウトやヒット、ホームランなど書かれたゾーンに蹴り、
ボールの止まった位置で得点を競いました。ボールはとても
軽く暖房の風でも動いたりするため、止まるまで両チームか
ら「アウト！ヒット！」などの声が響いていました。
ホームランを打った６年生の齋藤暖

はるま
真さんは「三角コーン

に当たりアウトかと思ったけれど、ホームランになってよか
った」と話してくれました。

２
26 両チームの熱気がアリーナに響く

冬
の
海
い
つ
の
ま
に
や
ら
ナ
マ
リ
色
う
つ
ろ
う
季
節
思
い
を
は
せ
る�

小
山
内　
い
お
子

さ
さ
め
雪
庭
の
枯
木
に
花
さ
か
せ
陽
を
あ
び
光
る
メ
ダ
ル
の
ご
と
し�

大　
谷　
マ
サ
イ

駅
伝
で
選
手
の
後
か
ら
監
督
の
「
ゲ
キ
」
と
び
画
面
か
す
ん
で
見
え
ず�

斎　
藤　
睦　
子

青
空
に
昨
日
の
さ
む
さ
忘
れ
つ
つ
夕
餉
の
み
そ
汁
香
り
ひ
と
き
わ�

坂　
本　
信　
子

星
と
月
ま
だ
残
る
早あ

さ朝
山
見
あ
ぐ
赤
き
点
滅
風
車
を
知
ら
す�

佐
々
木　
と
も
子

「
ド
ン
ト
」
焼
時
代
と
共
に
少
な
く
て
大
史
を
語
る
人
も
少
な
し�

田　
中　
香　
苗

馬
産
地
の
馬
術
部
に
学
ぶ
女
子
高
生
や
さ
し
い
馬
の
目
に
頬
摺
り
を
す
る�

寺　
田　
カ
ツ
子

古
平
町
岬
短
歌
会

日
本
海
ひ
と
跨
ぎ
し
て
黄
砂
来
る

春
め
き
て
雲
は
北
へ
と
急
ぎ
け
り

春
の
水
揉
ま
れ
揉
ま
れ
て
海
へ
出
る

�

渡　
辺　
嘉　
之

春
潮
の
時
に
反
り
合
ひ
響
き
合
ひ

三
月
の
波
ま
だ
高
し
岬
か
な

今
日
明
日
の
芽
吹
き
思
ひ
て
寝
つ
か
れ
づ

�

室　
谷　
弘　
子

船
音
に
消
さ
れ
し
今
朝
は
山
笑
ふ

鳥
の
声
響
き
渡
る
か
春
の
山

食
卓
に
一
品
添
え
し
鰊
か
な

�

吉　
田　
金　
治

波
音
も
磯
か
ら
消
え
て
春
そ
こ
に

海
沿
ひ
の
集
落
二
三
春
休
み

晩
年
は
つ
ま
ず
き
や
す
き
春
の
雪

�
仲　
谷　
比
呂
古

古

平

俳

句

会
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第２回ふるびら歴史アルバム
　町では３月15日に中学校、18日に小学校で卒業式が行われ、卒業生が親しんだ学び舎に別
れを告げ新たな一歩を踏み出しました。そこで第２回目は、「学校」をテーマに、古平町立古
平小学校新地分校と古平町立稲倉石小中学校の当時の写真が残っていたので紹介します。
　新地分校は明治21年に創立され、三度の改築等を経て、昭和38年に閉校となりました。
　稲倉石小学校は、昭和10年に児童数16人で開校、一時期は200人近くが在籍していました。
昭和46年に中学校、昭和52年に小学校が閉校となっています。

2

1

写真１～古平町立古平小学校新地分校、写真２～古平町立稲倉石小中学校


	32200313_furubira4#honbun#1
	32200313_furubira4#honbun#2-3
	32200313_furubira4#honbun#4-5
	32200313_furubira4#honbun#6-9
	32200313_furubira4#honbun#10-11
	32200313_furubira4#honbun#12-13
	32200313_furubira4#honbun#14
	32200313_furubira4#honbun#15-16
	32200313_furubira4#honbun#17
	32200313_furubira4#honbun#18

